
木造軸組構造用

Dボルト 使用説明書

ハンマーナット30φの穴
あけには、木材の収縮を
考慮した専用キリφ30.5
×330㎜の使用をおすす
めします。またハンマー
ナットGの施工では、専
用ビットが必要です（専
用バックナットは120サイ
ズにのみ対応）。

※専用施工ツールに
ついての詳細は、
弊社までお気軽に
おたずねください。

Dボルトを使って、あらゆる接合部の緊結が可能です

施工ツール

●8㎜六角ビット●ハンマーナットG用ビット

●ハンマーナットG用バックナット

●ハンマーナット用キリ（φ30.5×330）

●座金用穴掘2段キリ（φ50.0）

片引きタイプの皿キャップ、
皿ボルトの締め付け用ビット

両引きタイプのハンマーナットG
専用の締め付けビット

締め付けた両引きタイプの
ハンマーナットGをゆるめる際に必要、
120サイズにのみ使用可能

φ30ハンマーナット施工用のφ30.5専用キリ

片引きタイプの座金穴掘用の2段キリ

柱・胴差の接合 3頁
●片引きシステムの場合

基礎・柱の接合 10～11頁

柱・胴差の接合（座堀） 8頁
●片引きシステムの場合

柱・胴差の接合 7頁
●両引きシステムの場合

桁・登梁の接合 4頁
●片引きシステムの場合

棟木・登梁の接合 9頁
●両引きシステムの場合

●ホールアンカー使用の場合
●シース菅使用の場合

火打ち部の接合 6頁
●2穴用ハンマーナット使用の場合
●片引き用ハンマーナット使用の場合

この金物は、木造在来工法に使用する
金物です。金物本体は簡単な形状です
が、施工には木材にあける穴あけの加工
精度が必要です。正確にロッドの穴や
ハンマーナットの穴をあけるために、
工場での加工を推奨しております。
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ハンマーナット 30

120
※特注品：105

7
45°45°

751.5
58.5

30

φ30

φ30

90・105・120
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※ここに皿キャップをセットします

φ30
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火打用2穴
ハンマーナット
（特注品）

30

103

7744.5
51.5

M12
45°45°

φ30

ハンマーナットG

ハンマーナット

両引用連結金物

M12×295㎜
ロッド

M12×330㎜
ロッド座金

M12×360㎜
ロッド

M12×270㎜
皿ボルト

ハンマーナットハンマーナット

座金

皿キャップ

片引きニュータイプ セット 片引き皿ボルトタイプ セット

ホールアンカーセット／棟木・登梁用両引きセット／火打用金物セットもあります。詳細は価格表をご覧ください。

●ハンマーナットの実寸幅は、表示幅より納まりを考慮して2～3㎜小さくなっています。ご了承ください。
●M12／M16ハンマーナットは、以下のサイズのほかに特注サイズも製作可能です（例：120幅で芯40で穴あけ等）。

両引きタイプ セット

主なセット構成

単品パーツ一覧表

ロッドと皿キャップが一体となっています。
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①
胴差･梁

③

②

皿キャップ・座金
座堀

皿キャップ・座金
座堀

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

柱

ロッド用穴あけ／φ16.5推奨

M12×360ロッドφ12
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21
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607622

22

227622

240 60 60

胴差･梁

胴差･梁

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

（φ30.5ドリル穴あけ）

柱

柱

ハンマーナット φ30

仕口：襟輪ホゾ差し

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

M12×360ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

M12×270 皿ボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

M12×360ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）
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135 60 60

胴差･梁

胴差･梁

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

（φ30.5ドリル穴あけ）

柱

柱

ハンマーナット φ30

仕口：襟輪ホゾ差し

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

M12×270 皿ボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

柱・胴差しの接合

《加工》
①ハンマーナットの位置は、材の割れの問題が
あるため材の芯を外します。
②ハンマーナットの穴をφ30.5×330㎜の専用
キリであけます。
③M12×360㎜ロッド用、またはM12×270㎜
皿ボルト用の穴はφ16.5㎜のキリを推奨します。

④座金用の穴をφ50.0㎜2段キリで座堀します。

《施工》
①柱に、胴差しまたは梁を取り付けます。
②ハンマーナットを取り付けます。
③皿キャップ・座金・ロッド、または皿ボルト・座金を
取り付けます。
　部材をあらかじめセットしておき、ハンマーナット
にかけ、皿キャップ、または皿ボルトを回して
構造材を締め付けます。

《注意点》
ロッドだけを先にハンマーナットに取付けると、
皿キャップと座金を取付ける時に、中のロッドも
一緒に回ってしまいネジがかからない場合があり
ます。必ず先に皿キャップと座金をロッドに取り付
けてください。

■部材

《片引きニュータイプセット》

《片引き皿ボルトタイプセット》

皿キャップ

座金

ハンマーナット

M12×360㎜ロッド

座金

ハンマーナット

M12×270㎜ 皿ボルト

■納まり図
（ニュータイプ）
※120の場合

※120の場合

■納まり図
（皿ボルトタイプ）

■手順

片引きシステムの場合
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④

③

②

①

ハンマーナットφ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

皿キャップ・座金

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

登梁

桁
柱

桁

φ16.5ドリル穴あけ

24
0

6060
37.537.5

66
0

18
0

24
0

24
0

50
19

0

座堀
皿キャップ・座金

《市販品》
M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

面戸

登梁

柱

桁

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

桁・登梁接合の場合 片引きシステムの場合

《加工》
①柱にハンマーナットの穴をあけます。
②登梁の天端に、皿キャップと座金（皿キャップ
用）を納めるための座堀をします。
③登梁、桁の背に関係なく、桁の下端からハン
マーナット芯まで240㎜を確保し、M12全ネジ
ボルトの穴をあけます。
※M12全ネジボルトは、お客様にて市販品をご用
意ください。

《施工》

①柱に桁を取り付けます。
②登梁を取り付けます。
③柱にハンマーナットを取り付けます。
④全ネジボルト、皿キャップ、座金を取り付けます。

《注意点》

全ネジボルトのみを先にハンマーナットに取り付け
ると、皿キャップと座金を取り付ける時に、中の
ロッドも一緒に回ってしまいネジがかからない場合
があります。
必ず先に皿キャップと座金を全ネジボルトに取り
付けてください。

■部材

皿キャップ

座金

ハンマーナット

M12全ネジボルト（市販品使用）

■納まり図

■手順

※梁背240の場合
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①

④
③

②

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

ロッド用穴あけ／φ16.5推奨

ナット

座金50×50×6

登梁

登梁

柱

棟木

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

60
60

6060

30
0

10
0

20
0

240300
1806060240

座堀

座堀

《市販品》
M12 全ネジボルト

（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

登梁

座金50×50×6

座金50×50×6

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

棟木・登梁の接合

《加工》
①登梁にハンマーナットの穴をあけます。
②登梁は、棟木に蟻落としで行います。
③片方の登梁に、座金とナットを取り付けるため
の座堀をします。
※全ネジボルト、座金、ナットは、お客様にて市販
品をご用意ください。

《施工》
①棟木に登梁を取り付けます。
②ハンマーナットを取り付けます。
③全ネジボルトを取り付けます。
④座金とナットを取り付けます。

《注意点》
屋根の勾配が緩い場合は、ハンマーナットの位置
が材に対して上部にくるため、ハンマーナットと
材のカブリに注意してください。
またその際は座掘が多くなるため、材の断面欠損
に注意してください。

■部材

片引きシステムの場合

■納まり図

■手順

ハンマーナット座金（市販品使用）

ナット（市販品使用）

M12全ネジボルト（市販品使用）

※梁幅120の場合
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985985
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座堀：皿キャップ・座金

座堀
皿キャップ・座金

座堀：皿キャップ・座金

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

火打部用
2穴ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

座堀：皿キャップ・座金

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

985985

98
5

12
0

120
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5

座堀：皿キャップ・座金

座堀：
皿キャップ・座金

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

座堀：皿キャップ・座金

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

《市販品》M12 全ネジボルト
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

■納まり図（2穴用ハンマーナット使用の場合）

火打部の接合 片引きシステムの場合

■部材

皿キャップ ×2
座金 ×2

火打部用2穴ハンマーナット

M12全ネジボルト（市販品） ×2

■納まり図（片引き用ハンマーナット使用の場合）

※ハンマーナットは、取付ける材の太さに応じたものをご利用ください。
※全ネジボルトは、取付ける場所に応じた長さのものをご用意ください。

※ハンマーナットは、取付ける材の太さに応じたものをご利用ください。
※全ネジボルトは、取付ける場所に応じた長さのものをご用意ください。

■部材

皿キャップ
座金

ハンマーナット

M12全ネジボルト（市販品）

《火打ち用金物セット》
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ロッド用穴あけ／
φ16.5推奨ロッド用穴あけ／

φ16.5推奨

（φ30.5ドリル穴あけ）

（φ30.5ドリル穴あけ）

切込み

胴差･梁 胴差･梁

胴差、梁の取付

⑥

④
⑤

①
胴差、梁の取付

③

②

柱

ハンマーナット

ハンマーナットG φ30
M12×295ロッド

連結金物

M12×330ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

胴差･梁

胴差･梁

柱

ハンマーナット

M12×330ロッド

連結座金

ハンマーナットG φ30

M12×295ロッド

70
37.5

70
37.5

30

240 60 240

24
0

90
30

90

4515

15
21

0
15

60
60

22
76

22

60

胴差･梁胴差･梁

ハンマーナットG φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

（φ30.5ドリル穴あけ）
ハンマーナット φ30

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

両引連結金物

M12×330ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

M12×295ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

M12×295ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

両引連結金物

ハンマーナットG φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

柱

柱

仕口：襟輪ホゾ差し

M12×330ロッド
（ロッド用穴あけ／φ16.5推奨）

柱・胴差しの接合 両引きシステムの場合

■部材

■納まり図

《加工》
①ハンマーナットおよびハンマーナットG、ロッドの
穴をあけます。
②柱に連結金物が納まるように座堀します。

《施工》
①柱に、胴差し（または梁）を取り付けます。
※この時、敷地の奥側から建て方を進めます。
奥側の胴差し、梁を先に柱に取り付けます。
②ハンマーナットを取り付けます。
③M12×330ロッドと両引連結金物を取り付けま
す。M12×330ロッドと両引連結金物はあらか
じめセットしておきます。
※M12×330ロッドと両引連結金物をハンマー
ナットに締め付けるには、専用の締め付け金物
もありますが、寸切ボルトとナットを利用して作る
ことも可能です。
④ハンマーナットGを取り付けます。
⑤M12×295ロッドを取り付けます。もう一方の
胴差し（または梁）にハンマーナットGを取付け、
ハンマーナットG用ビットをハンマーナットGの側
面の穴に差し込みます（M12×295ロッドを入
れる際、ハンマーナットG内のギアが空回りしな
いようにする為です）。
　M12×295ロッドをハンマーナットGにかませ、
ドライバードリルでハンマーナットG用ビットを
回して取付けます。

　その際、ハンマーナットGの向き（座彫がない方
を仕口側）に注意し、M12×295ロッドはネジに
切り込みに切り込みがある方を仕口側に持っ
てきます。
⑥胴差し（または梁）を取り付けます。
　ハンマーナットGを取り付けた胴差し（または梁）
のM12×295ロッドを両引連結金物にかませ、
ドライバードリルでハンマーナットGをハンマー
ナットG用ビットを回して締め付けます。

《注意点》
ハンマーナットGを締め付ける際は、必ずドライ
バードリルをご使用ください（インパクトドリルでは
ハンマーナットGのギアが壊れます）。
ドライバードリルの目盛は12～16位とし、建て方
終了後にドリルモードで最終の締め付けを行って
ください（ドリルモードで最初から締め付けると、
取り外す場合に困難です）。

■手順

両引連結金物

ハンマーナット
G

ハンマーナット

M12×295ロッド

M12×330ロッド

《両引きタイプセット》

※120の場合
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胴差･梁

胴差･梁

ハンマーナット φ30

ナット
座金50×50×6

M12全ネジボルト

柱

⑤

④

③

②

①
胴差･梁

胴差･梁

φ16.5ドリル穴あけ

ナット
座金50×50×6

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

《市販品》M12全ネジボルト
（φ16.5ドリル穴あけ）

柱

座堀60×60×90

60

90
60

60

30

240 60 240

24
0

90
30

90

4515

15
21

0
15

60
60

22
76

22

60

胴差･梁

座金50×50×6

M12全ネジボルト
（φ16.5ドリル穴あけ）

座堀60×60×90

座堀60×60×90

座金50×50×6

柱

柱

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

仕口：襟輪ホゾ差し

M12全ネジボルト
（φ16.5ドリル穴あけ）

■納まり図

■手順

柱・胴差しの接合（座堀） 片引きシステムの場合

《加工》
①胴差し（または梁）に、ハンマーナットの穴をあけ
ます。
②座金とナットを取り付ける側に、60㎜×60㎜×

90㎜座堀をします。
※M12全ネジボルト、座金、ナットは、お客様にて
市販品をご用意ください。

《施工》
①柱に胴差し（または梁）を取り付けます。
②ハンマーナットを取り付けます。
③全ネジボルトを取り付けます。
④もう一方の胴差し、または梁を取り付けます。
⑤座金とナットを取り付けます。

《注意点》
両方の横架材ともに蟻落としで取り付ける場合な
ど全ネジボルトが入らない場合は、φ16.5ドリルに
て座堀側に全ネジボルトの全長分より穴あけを長
くし、あらかじめ全ネジボルトを仕込んでください。
横架材の取り付け後に全ネジボルトを送り戻して
ハンマーナットを取り付けてください。

■部材

ハンマーナット座金（市販品使用）

ナット（市販品使用）

M12全ネジボルト（市販品使用）

※梁幅120の場合
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登り梁

棟木

登り梁

登り梁

棟木

登り梁

登り梁

φ16.5ドリル穴あけ

登り梁の通し穴は
木口からあける

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ハンマーナット φ30 ハンマーナットR φ30M12 全ネジボルト

皿キャップ

ハンマーナットR φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

座堀：皿キャップ φ24

《市販品》M12全ネジボルト
（φ16.5ドリル穴あけ）

■納まり図

■手順

棟木・登梁接合の場合 両引きシステムの場合

《加工》
①登梁に、ハンマーナットの穴をあけます。
②登梁は、棟木に蟻落としで行います。
③片方の登梁に、ハンマーナットRの穴、皿キャッ
プ用穴、棟木・登梁の通し穴をあけます。登梁
の通し穴は、木口からあけます。
※M12全ネジボルトは、お客様にて市販品をご用
意ください。

《施工》
①棟木に登梁を取り付けます。
②ハンマーナット、ハンマーナットRを取り付けま
す。
③皿キャップに全ネジボルトを装着し、ハンマー
ナットR側より挿入して締め付けます。

《注意点》
穴の位置により、六角ビットが届かない場合があ
ります。その場合は市販の電動ソケットで対応し
てください。

■部材

ハンマーナット ハンマーナットR

皿キャップ

M12全ネジボルト（市販品）

※120の場合

《棟木・登梁用両引きタイプセット》
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M12×360ロッド
土台

柱
φ16.5ドリル穴あけ

ハンマーナットG φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

⑥

⑤

④

③

②

①
ホールアンカー M16

アンカー用連結金物
φ30

柱

土台

M12×360ロッド

アンカー用
連結金物
φ30

ハンマーナットG φ30

ホールアンカー M16

60

6060

44
0

24
0

10
0

50
37

0
20

12
0

基礎パッキン

ハンマーナットG φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ホールアンカー M16

アンカー用連結金物 φ30

M12×360ロッド
（φ16.5ドリル穴あけ）

ハンマーナットG

M12×360㎜ロッド

アンカー用
連結金物

基礎と柱の接合の場合 片引きDボルト／アンカー用金物使用

■納まり図

■手順

《加工》
①基礎工事時にホールアンカーM16を取り付け
ます。基礎パッキン工法の場合は、その厚み分
を加えます。
②土台を入れる場合、アンカー用連結金物の穴
を土台下端よりφ30.5、座掘60㎜にてあけま
す。
③ハンマーナットG用の穴を、柱の下端から240㎜
の位置にあけます。
④柱にM12×360ロッド用の穴をあけます。

《施工》
①ホールアンカーM16を基礎コンクリート打設前
に取り付けます。（天端から+25㎜前後）
②アンカー用連結金物を取り付けます。基礎パッ
キン工法の場合は、その上から連結金物を取り
付けます。
③土台を設置します。
④アンカー用連結金物にM12×360ロッドを取り
付けます。
⑤柱にハンマーナットGを挿入します。
⑥ゆっくりと柱を下ろします。ハンマーナットGの穴
に入った感触を確かめて、ハンマーナットGを専
用ビットを使って回します。この時、ハンマーナッ
トGとM12×360ロッドが強くぶつかるとハン
マーナットGが破損するので注意してください。

《注意点》
●この工法は基礎工事の精度を要します。
　ホールアンカーM16は、コンクリート打設時に
動かないようにしっかりと固定してください。
●ハンマーナットGを締め付ける際は、必ずドライ
バードリルをご使用ください。（インパクトドリルで
はハンマーナットGのギアが壊れます）
●ドライバードリルの目盛は12～16位とし、建て
方終了後にドリルモードで最終の締め付けを
行ってください。（ドリルモードで最初から締め付
けると、取り外す場合に困難です）

■部材

《火打ち用金物セット》

※120の場合
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基礎パッキン

⑤

④

③

②

①

柱

土台

全ネジボルト M16
（φ18.0ドリル穴あけ）

M16ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ナット

シース管
（φ38 又は φ40）

⑥

ナット

グラウトモルタル充填
シース管
（φ38 又は φ40）

全ネジボルト M16
（φ18.0ドリル穴あけ）

M16 ハンマーナット φ30

土台
柱

30
0

24
0

6060

44
0

36
0

10
0

50
37

0
20

12
0

M16ハンマーナット φ30
（φ30.5ドリル穴あけ）

ナット

グラウトモルタル充填

シース管
（φ38 又は φ40）

全ネジボルト M16
（φ18.0ドリル穴あけ）

基礎と柱の接合の場合 片引きDボルト／シース菅使用

シース管
（市販品）

M16ハンマーナット

■納まり図

■手順

《加工》
①基礎工事時にシース管を取り付けます。
　この時、シース管と主筋の芯はずらします。
　基礎パッキン工法の場合は、その厚み分を加え
ます。
②コンクリート打設時、シース管内にコンクリート
が入らないようシース管の上下に蓋をします。
③構造材に、M16ハンマーナットの穴をP.10と
同様の加工方法であけます。
※M16ハンマーナット以外の部材は、お客様にて
市販品をご用意ください。
※シース管φ40 推奨品：（株）栗本鉄工所／
　ワインディングシース標準型（No.1038）

《施工》
①基礎コンクリート打設前にシース管を取り付け
ます。
②土台を設置します。
③柱にM16ハンマーナット、全ネジボルトを取り付
けます。
④全ネジボルトの下端にナットを取り付けます。
（柱の引っ張りに抵抗するためです）
⑤柱を取り付けます。
⑥建て方後、建物の立ちを見てから、基礎パッ
キンの隙間からグラウトモルタルを注入します。

《注意点》
●この工法は基礎工事の精度を要します。
　シース管は、コンクリート打設時に動かないよう
にしっかりと固定してください。
●建て方後、グラウトモルタルを注入するまでは、
シース管内に水や埃が入らないように注意して
ください。水が入るとグラウトモルタルが注入で
きなくなり、また埃が入るとグラウトモルタルの付
着が悪くなり、強度が確保できなくなります。

■部材

※120の場合

M16全ネジボルト
（市販品）
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